
卒業式を挙行
（１） 　　　第６４９号日 本 歯 科 大 学 新 聞2018年（平成30年）３月３０日

本学のシンボルマーク

第107回
両
学
部
168
名
が
巣
立
つ

�
卒
業
証
書
番
号
№
二
一
一
七
〇
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
七
回
卒
業
式
（
学
位
記
授
与
式
）
は
、
三
月
初

旬
両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
一
六
八
名
の
学
士
（
歯
学
）
を
送
り
出

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
五
十
五
回
修
了
式
が
催
さ

れ
、
十
五
名
に
博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
東

京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

第
55
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

中原泉学長から学位記を手渡される卒業生代表（３月７日・東京）

告辞を述べる中原泉学長（３月９日・新潟）

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
三
月

七
日
（
水
）
に
生
命
歯
学
部

富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
大

学
院
第
五
十
五
回
修
了
式
を

生
命
歯
学
部

併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
、
司
会
の

高
橋
孝
幸
庶
務
部
長
が
開
式

を
宣
し
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主

任
の
添
野
雄
一
教
授
よ
り
、

平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生

一
一
七
名
の
氏
名
が
呼
び
あ

げ
ら
れ
た
。
中
山
竣
太
郎
君

が
代
表
し
て
、
中
原
泉
学
長

よ
り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証

と
し
て
学
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
学
術
優
秀
賞

二
十
名
、
六
カ
年
皆
勤
賞

十
一
名
、
精
勤
賞
十
一
名
、

五
カ
年
精
勤
賞
三
名
、
学
術

奨
励
賞
十
名
、
臨
床
実
習
優

秀
賞
三
名
の
受
賞
者
に
対
し

て
賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
都
築
民
幸
教

授
よ
り
、
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生

十
二
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
、
羽

村
章
生
命
歯
学
部
長
、
八
重

垣
健
大
学
院
生
命
歯
学
研
究

科
長
が
告
辞
（
別
掲
）
を
述

べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
、
第
五
学
年
の
宇
佐
見

智
里
さ
ん
が
先
輩
を
送
る
送

辞
を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
中
山
竣
太
郎
君
、
大
学

院
修
了
生
を
代
表
し
て
望
月

真
衣
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　
終
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し

て
、
午
前
十
一
時
三
十
分
に

閉
式
し
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部
は
、

三
月
九
日
（
金
）
に
新
潟
生

新
潟
生
命
歯
学
部

命
歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
、

大
学
院
第
五
十
五
回
修
了
式

を
併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
三
十
分
、

司
会
の
若
槻
紀
寿
事
務
部
長

が
開
式
を
宣
し
た
。
ま
ず
ク

ラ
ス
主
任
の
佐
藤
聡
教
授
に

よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
卒

業
生
五
十
一
名
の
氏
名
が
呼

び
あ
げ
ら
れ
た
。
下
村
里
佳

さ
ん
が
代
表
し
て
、
中
原

学
長
よ
り
、
栄
え
あ
る
学
士

（
歯
学
）
の
学
位
記
を
授
与

さ
れ
た
。

　
つ
づ
け
て
学
術
優
秀
賞

十
二
名
、
皆
勤
賞
四
名
、
精

勤
賞
五
名
、
学
術
奨
励
賞
七

名
、
臨
床
実
習
優
秀
賞
一
名

の
受
賞
者
に
対
し
て
賞
状
等

が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
の
新
海
航
一

教
授
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生
三

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
、
渡
會
侑
子
さ
ん

に
大
学
院
研
究
発
表
優
秀
賞

が
贈
ら
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
、
藤

井
一
維
新
潟
生
命
歯
学
部

長
、
新
海
航
一
大
学
院
新
潟

生
命
歯
学
研
究
科
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
、
第
五
学
年
の
南
祥
之

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
下

村
里
佳
さ
ん
、
大
学
院
修
了

生
を
代
表
し
て
渡
會
侑
子
さ

ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　
終
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し

て
、
午
前
十
一
時
三
十
分
に

閉
式
し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
短
大
事
務
室
の
今
井
久

枝
事
務
長
の
司
会
に
よ
り
、

三
月
六
日
午
前
十
時
、
生
命

歯
学
部
富
士
見
ホ
ー
ル
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
四
十
五
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
七
十
三
名

と
、
第
四
十
九
回
歯
科
技
工

学
科
卒
業
生
四
十
四
名
の
氏

名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
奈
良

陽
一
郎
学
長
か
ら
栄
え
あ
る

卒
業
の
証
と
し
て
、
各
学
科

の
代
表
に
短
期
大
学
士
（
歯

科
衛
生
学
）
と
短
期
大
学
士

（
歯
科
技
工
学
）
の
学
位
記

が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
第
四
十
七
回
専
攻

科
歯
科
技
工
学
専
攻
五
名
、

第
五
回
専
攻
科
総
合
技
工
学

専
攻
十
五
名
と
、
第
九
回
専

攻
科
歯
科
衛
生
学
専
攻
十
一

名
、
第
五
回
専
攻
科
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
専
攻

五
名
に
修
了
証
が
、
ま
た
各

賞
の
受
賞
者
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
専
攻
科
歯
科
衛
生

学
専
攻
修
了
生
と
、
専
攻
科

歯
科
技
工
学
専
攻
修
了
生
は

独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支

援
・
学
位
授
与
機
構
よ
り
、

学
士
（
口
腔
保
健
学
）
の
学

東
京
短
期
大
学

位
を
取
得
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
奈
良
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
来
賓
の
羽
村
章

生
命
歯
学
部
長
は
、「
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
と
も

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
歯
科
衛
生

士
の
仕
事
は
歯
科
医
院
や
地

域
だ
け
で
な
い
。
周
術
期
の

患
者
さ
ん
の
口
腔
の
健
康
を

守
る
こ
と
が
、
手
術
の
成
功

に
導
く
こ
と
が
は
っ
き
り
わ

か
っ
て
き
た
。
ま
た
デ
ジ
タ

ル
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
は
、

歯
科
技
工
の
中
で
大
き
な
変

化
を
起
し
て
い
る
。
歯
科
技

工
士
の
英
語
名
は
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン
で
は
な
く
、
デ
ン
タ

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
も
し
く
は

デ
ン
タ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
ふ

さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
デ
ザ
イ

ン
を
し
て
技
工
物
を
つ
く

る
。
今
ま
で
と
全
く
違
っ
た

手
法
を
学
び
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
、
新
し

い
歯
科
を
切
り
開
い
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
三
代
冬
彦
附
属
病
院
長

は
、「
こ
れ
か
ら
が
本
当
の

勉
強
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、

日
々
研
鑚
を
積
ん
で
患
者
さ

ん
の
た
め
に
自
分
の
仕
事
に

誇
り
を
も
っ
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
自
分
の
取
得
し

た
資
格
を
生
か
し
て
、
今
後

は
後
輩
を
育
て
て
い
く
、
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
若
槻
紀
寿
新
潟
生
命
歯

学
部
事
務
部
長
の
司
会
で
、

三
月
八
日
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学
部
講

堂
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
三
十
三
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
三
十
六
名

に
、
佐
野
公
人
学
長
か
ら
栄

え
あ
る
卒
業
の
証
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
に
短
期
大
学
士

（
歯
科
衛
生
学
）
の
学
位
記

が
授
与
さ
れ
、
各
賞
の
受
賞

者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
公
益
社
団
法
人
日

本
歯
科
衛
生
士
会
会
長
表
彰

の
表
彰
状
が
、
新
潟
県
歯
科

衛
生
士
会
の
三
富
純
子
会
長

（
新
潟
短
大
准
教
授
）
か
ら

手
渡
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
、
第
十
九
回
専
攻

科
歯
科
衛
生
学
専
攻
修
了
生

五
名
と
、
第
一
回
専
攻
科
在

宅
歯
科
医
療
学
専
攻
修
了
生

一
名
に
修
了
証
書
が
授
与
さ

れ
た
の
ち
、
独
立
行
政
法
人

新
潟
短
期
大
学

大
学
改
革
支
援
・
学
位
授
与

機
構
よ
り
授
与
さ
れ
た
学
士

（
口
腔
保
健
学
）の
学
位
記
が

佐
野
学
長
よ
り
歯
科
衛
生
学

専
攻
修
了
生
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
佐
野
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
来
賓
の
藤
井
一

維
新
潟
生
命
歯
学
部
長
は
、

「
先
月
平
成
三
十
年
度
の
保

険
診
療
の
点
数
改
定
と
介
護

保
険
の
改
定
の
二
つ
が
発
表

さ
れ
た
。
四
月
か
ら
は
訪
問

診
療
に
歯
科
衛
生
士
が
同
行

す
る
こ
と
で
点
数
化
さ
れ

る
。
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
も
歯
周
病
に

特
化
さ
れ
て
い
た
が
、
歯
科

疾
患
全
般
に
広
が
っ
た
。
そ

し
て
衛
生
士
実
地
指
導
の
内

容
に
つ
い
て
も
追
加
さ
れ
た
。

　
何
故
歯
科
衛
生
士
が
注
目

を
浴
び
る
か
と
い
う
と
、
日

本
経
済
の
救
世
主
、
つ
ま
り

口
の
中
を
き
れ
い
に
す
れ
ば

緊
迫
す
る
医
療
費
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

歯
科
衛
生
士
は
結
婚
や
育
児

な
ど
で
離
職
率
が
高
い
と
い

わ
れ
る
が
、
職
を
離
れ
る
こ

と
な
く
、
生
涯
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
職
業
に
変
わ
っ
て

き
た
。
こ
の
流
れ
に
乗
り
、

み
な
さ
ん
は
生
涯
、
歯
科
衛

生
士
で
あ
る
よ
う
に
祈
念
す

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

学長告辞に聞き入る卒業生たち（東京）

卒業生代表に学位記が授与された（新潟）
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中

原

　泉

学
長
卒
業
告
辞

歯
学
部
長 

告
辞

◆
新
た
な
医
療
の
在
り
方

　
も
う
半
世
紀
も
前
に
な
る

が
、
私
の
学
生
時
代
、
歯
性

病
巣
感
染
と
い
う
用
語
が
使

わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
歯

性
の
限
局
性
の
慢
性
化
膿
性

病
巣
を
有
す
る
患
者
に
お
い

て
、
こ
の
原
病
巣
か
ら
直
接

連
絡
の
な
い
遠
隔
の
臓
器

に
、
器
質
的
な
組
織
変
化
あ

る
い
は
機
能
的
障
害
を
呈
す

る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い

た
。
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う

疾
患
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は

曖
昧
で
、
原
病
巣
か
ら
産
生

さ
れ
る
毒
素
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
、
細
菌
等
が
血
行
や
リ
ン

パ
行
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ

る
と
い
う
に
止
ま
り
、
具
体

的
な
疾
患
名
は
挙
げ
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

　
現
在
で
は
、
歯
性
病
巣
感

染
は
原
病
巣
は
慢
性
根
尖

性
歯
周
炎
、
辺
縁
性
歯
周

炎
な
ど
で
、
二
次
感
染
は
、

骨
・
関
節
・
筋
肉
の
疾
患
と

し
て
リ
ウ
マ
チ
熱
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
、
循
環
系
の
障
害
と

し
て
心
筋
炎
、
心
内
膜
炎
、

腎
臓
の
障
害
と
し
て
腎
炎
、

そ
の
他
に
ア
レ
ル
ギ
ー
、
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
ジ
ス
、

虹
彩
毛
様
体
炎
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
歯
科
医
師
国
家

試
験
で
は
、
こ
の
歯
性
病
巣

感
染
、
菌
血
症
、
敗
血
症
、

全
身
性
炎
症
性
反
応
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
を
ふ
く
め
て

歯
性
全
身
性
感
染
症
と
よ
ん

で
い
る
。

　
一
方
、
昨
年（
二
〇
一
七
）

四
月
に
、
厚
生
労
働
省
の

「
新
た
な
医
療
の
在
り
方
を

踏
ま
え
た
医
師
・
看
護
師
等

の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検
会
」

は
報
告
書
を
ま
と
め
、
時
代

に
即
応
し
た
働
き
方
を
確
保

す
る
指
針
を
示
し
た
。
そ
の

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一

つ
と
し
て
、
医
科
歯
科
の
連

携
と
歯
科
疾
患
予
防
の
推
進

を
あ
げ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
1)
周
術
期

に
口
腔
管
理
を
行
う
こ
と
で

入
院
日
数
が
減
少
す
る
、

2)
口
腔
ケ
ア
が
誤
嚥
性
肺
炎

の
発
症
予
防
に
な
る
、

3)
歯
周
病
患
者
に
糖
尿
病
の

発
症
リ
ス
ク
が
高
い
等
、
口

腔
が
全
身
疾
患
と
ふ
か
い
関

連
性
を
有
す
る
と
認
め
た
。

こ
れ
ら
は
歯
科
で
は
な
く
医

科
の
検
討
会
の
提
言
で
あ
る

こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
近

年
、
口
腔
の
重
要
性
が
各
方

面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
す
で
に
、
歯
周
病
、
歯
の

欠
損
、
噛
む
力
と
食
べ
る
力

の
低
下
、
舌
の
力
の
低
下
、

口
腔
管
理
の
欠
如
等
が
、
動

脈
硬
化
、
高
血
庄
、
糖
尿

病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、

低
栄
養
、
誤
嚥
性
肺
炎
等
の

全
身
病
に
関
連
す
る
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。

◆
口
腔
と
全
身
病

　
近
年
、
と
く
に
こ
の
六
、

七
年
の
間
に
、
口
腔
と
全
身

病
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、

次
々
に
新
し
い
事
実
が
解
明

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
も

は
や
過
去
の
歯
性
病
巣
感
染

や
歯
性
全
身
性
感
染
症
と
い

う
枠
組
み
で
は
、
捉
え
き
れ

な
い
ほ
ど
広
範
多
岐
に
お
よ

ん
で
い
る
。
私
の
知
り
え
た

だ
け
で
も
、
次
の
よ
う
な
新

知
見
が
み
ら
れ
る
。

　
認
知
症
に
関
し
て
は
、

二
〇
一
〇
年
に
高
齢
者
の
残

存
歯
数
と
認
知
機
能
と
の
相

関
に
つ
い
て
、
保
有
歯
数
が

多
い
ほ
ど
認
知
症
に
な
り
に

く
く
、
そ
の
リ
ス
ク
が
低
く

な
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。

噛
む
こ
と
に
よ
る
刺
激
が
、

歯
根
膜
と
い
う
セ
ン
サ
ー
を

通
し
て
脳
中
枢
に
伝
達
さ

れ
、
認
知
機
能
を
保
持
す
る

と
い
う
。
ま
た
、
二
〇
一
三

年
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

患
者
の
脳
か
ら
、
ポ
ル
フ
ィ

ロ
モ
ス
・
ジ
ン
ジ
バ
リ
ス

（
Ｐ
ｇ
菌
）
が
検
出
さ
れ
、

こ
の
歯
周
病
菌
が
認
知
機
能

を
低
下
さ
せ
る
リ
ス
ク
の
高

い
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
歯
周
病
菌
に
関
し

て
は
、
従
来
、
歯
周
病
菌
や

歯
周
病
で
生
じ
た
物
質
が
、

患
部
か
ら
血
流
に
の
っ
て
全

身
を
め
ぐ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

臓
器
で
炎
症
を
誘
発
す
る
と

い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

唾
液
と
と
も
に
飲
み
こ
ん
だ

歯
周
病
菌
が
腸
内
細
菌
の
バ

ラ
ン
ス
を
変
え
、
全
身
の
疾

患
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
二
〇
一
四
年
に
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
に

は
、
歯
周
病
菌
が
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
炎
症
を
悪
化
さ
せ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
端
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
歯
周
病
原
因
菌

の
ジ
ン
ジ
バ
リ
ス
の
だ
す
歯

周
組
織
破
壊
酵
素
ジ
ン
ジ
パ

イ
ン
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
悪
化
に
つ
な
が
る
因
子

で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
二
〇
一
六
年
に

は
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。

・
過
去
二
年
以
内
に
歯
を
失

う
と
、
原
発
開
放
隅
角
緑
内

障
（
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｇ
）
の
発
症
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。
と
く
に
二

年
以
内
の
喪
失
が
歯
周
病
と

重
な
る
と
、
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｇ
の
リ

ス
ク
が
さ
ら
に
高
ま
る
。

・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
、
高
齢

者
の
全
身
の
筋
力
が
減
少
す

る
病
気
で
、
転
倒
な
ど
に
よ

り
骨
折
し
や
す
く
、
同
病
に

は
舌
の
筋
力
低
下
が
ふ
か
く

関
連
し
て
い
る
。

・
喪
失
歯
数
と
動
脈
硬
化
の

程
度
に
は
明
ら
か
な
相
関
が

あ
り
、
喪
失
歯
数
が
多
い
と

生
命
歯
学
部
長

　
　�
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動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
。

・
成
人
男
子
の
身
長
と
歯
の

本
数
に
関
し
、
身
長
が
低
い

ほ
ど
保
有
歯
の
数
が
少
な

く
、
喪
失
歯
の
増
加
は
低
身

長
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。

・
劣
悪
な
口
腔
衛
生
環
境

は
、
高
齢
者
の
低
栄
養
を
招

く
要
因
で
あ
り
、
低
栄
養
に

よ
り
重
篤
な
疾
患
に
罹
る
リ

ス
ク
が
高
ま
る
。

　
加
え
て
、
本
年
早
々
に

は
、
ア
メ
リ
カ
人
約
七
千
人

を
十
五
年
間
追
跡
し
た
大
規

模
観
察
研
究
で
、
歯
周
病
が

虚
血
性
脳
卒
中
、
と
く
に
心

原
性
脳
塞
栓
と
血
栓
性
脳
梗

塞
の
発
症
リ
ス
ク
に
関
連
す

る
と
報
告
し
た
。「
歯
周
病

は
虚
血
性
脳
卒
中
の
独
立
し

た
リ
ス
ク
因
子
」
で
あ
る
と

し
、
歯
周
病
の
進
行
に
よ
り

脳
卒
中
リ
ス
ク
も
上
昇
す
る

と
示
唆
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

定
期
的
歯
科
診
療
に
よ
り
脳

卒
中
の
リ
ス
ク
が
二
十
三
％

減
少
す
る
と
し
、
虚
血
性
脳

卒
中
の
発
症
予
防
に
定
期
的

な
歯
科
受
診
が
有
用
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　
こ
う
し
た
世
界
的
潮
流
を

う
け
て
、
国
際
歯
科
連
盟

（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
は
本
年
二
月
、

グ
ロ
ー
バ
ル
歯
周
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
白
書
と
ツ
ー
ル

キ
ッ
ト
を
発
表
し
た
。
世
界

の
成
人
人
口
九
十
％
が
歯
周

病
に
罹
患
し
て
い
る
と
し
、

歯
周
病
の
予
防
と
管
理
が
、

口
腔
保
健
に
と
ど
ま
ら
ず
全

身
の
健
康
と
深
く
関
与
し
て

い
る
と
、
国
際
的
な
歯
周
病

対
策
を
強
調
し
た
。

◆
全
身
病
の
予
防
と
回
復

　
以
上
の
通
り
、
歯
科
医
療

は
歯
口
腔
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
身
状
態
の
改
善
、
全
身
病

の
予
防
と
回
復
を
は
か
る
医

療
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
歯
科
サ
イ
ド
の
役
割

と
重
要
性
が
周
知
さ
れ
て
き

て
い
る
。
本
来
、
身
体
に
境

界
線
（Grenzgebiet

）
は

な
い
こ
と
を
再
認
識
す
る
。

　
結
局
、
私
の
言
い
た
い
こ

と
は
、
在
学
中
学
ん
だ
こ
と

が
、
一
生
通
用
す
る
訳
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

歯
科
医
学
・
歯
科
医
療
は
、

刻
々
と
進
展
し
て
い
く
。
半

世
紀
前
に
私
が
卒
業
し
た
時

と
現
在
で
は
、
天
と
地
の
差

が
あ
る
と
言
っ
て
言
い
す
ぎ

で
は
な
い
。
十
年
、
十
五
年

経
て
ば
、
歯
科
医
療
は
様
変

わ
り
し
て
い
く
。
古
来
、
生

き
物
は
強
い
者
が
生
き
残
る

の
で
は
な
く
、
変
化
に
対
応

す
る
者
が
生
き
残
る
の
だ
と

言
わ
れ
る
。
諸
君
は
、
今
後

の
自
分
の
学
問
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

　
本
日
は
、
今
、
歯
科
界
に

渦
巻
く
新
し
い
潮
流
に
つ
い

て
話
し
た
。
お
わ
り
に
、
日

本
歯
科
大
学
第
一
〇
七
回
卒

と
い
う
永
久
背
番
号
を
つ
け

て
、
社
会
の
荒
波
に
乗
り
だ

し
て
い
く
卒
業
生
諸
君
の
健

闘
を
祈
る
。

�

（
３
月
７
日
・
３
月
９
日
）

　
み
な
さ
ん
は
本
学
で
の
生

活
を
通
じ
、
歯
科
医
学
以
外

に
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ

と
思
う
。
臨
床
実
習
で
実
際

に
患
者
さ
ん
の
治
療
に
あ
た

り
、
頭
で
描
い
て
い
た
治
療

が
実
際
に
は
思
い
通
り
に
い

か
な
か
っ
た
こ
と
、
共
用
試

験
や
歯
科
医
師
国
家
試
験
で

は
ど
れ
だ
け
知
識
が
あ
ろ
う

と
も
平
常
心
を
保
た
な
け
れ

ば
普
段
の
実
力
は
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
よ

い
経
験
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　「
医
師
に
と
っ
て
沈
着
な

姿
勢
に
勝
る
資
質
は
な
い
」

と
は
、
現
代
医
学
教
育
の
基

礎
を
築
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

オ
ス
ラ
ー
博
士
が
一
八
八
九

年
五
月
一
日
に
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
を
去
る
と
き
、
卒

業
式
で
述
べ
た
言
葉
で
あ

る
。
沈
着
な
姿
勢
と
は
、
状

況
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
冷
静

さ
と
心
の
落
ち
着
き
を
失
わ

な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
優
柔
不
断
で
い
つ
も
ク

ヨ
ク
ヨ
し
、
そ
れ
を
表
面
に

出
す
医
師
、
日
常
生
じ
る
緊

急
事
態
に
狼
狽
し
取
り
乱
す

医
師
、
こ
う
い
う
医
師
は
た

ち
ど
こ
ろ
に
患
者
の
信
頼
を

失
う
と
も
述
べ
て
い
る
。
沈

着
な
姿
勢
は
実
践
と
経
験
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く

は
身
に
付
く
が
そ
れ
を
真
に

完
璧
に
す
る
た
め
に
は
幅
広

い
経
験
と
病
気
の
諸
症
状
に

つ
い
て
詳
し
い
知
識
が
必
要

で
あ
り
、「
知
識
を
備
え
経

験
を
積
ん
だ
医
師
は
何
事
が

起
ろ
う
と
も
心
の
平
静
さ
を

乱
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と

続
け
て
い
る
。
心
の
平
静
さ

は
、
全
て
の
事
柄
に
つ
い
て

成
功
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

　
西
郷
隆
盛
は
「
急
速
は
事

を
破
り
、
冷
静
は
事
を
為

す
」
す
な
わ
ち
焦
っ
て
物
事

と
取
り
組
む
と
失
敗
し
、
沈

着
冷
静
に
取
り
組
む
こ
と
で

物
事
は
成
功
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
徳
川
将
軍
家
の
兵
法

指
南
役
の
柳
生
宗
矩
は
、

「
平
常
心
を
も
っ
て
一
切
を

為
す
人
、
こ
れ
を
名
人
と
い

う
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

常
に
平
常
心
を
も
っ
て
歯
科

医
療
に
取
り
組
む
歯
科
医
師

に
な
れ
と
い
っ
て
い
る
よ
う

に
聞
こ
え
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ア
レ
ン
は
、「
人
々

は
常
に
冷
静
で
穏
や
か
に
振

る
舞
う
人
物
と
の
か
か
わ
り

を
好
む
も
の
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
は
冷

静
で
穏
や
か
な
歯
科
医
師
の

治
療
を
望
ん
で
い
る
と
私
は

読
み
取
っ
て
い
る
。
み
な
さ

ん
は
歯
科
医
師
と
し
て
、
職

業
人
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
勉
強
を
続
け
、
多
く
の
人

を
助
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
一
〇
七
回
生
が
歯
科
医
師

と
し
て
ひ
ろ
く
社
会
に
貢
献

し
、
自
身
だ
け
で
な
く
母
校

で
あ
る
日
本
歯
科
大
学
の
名

声
を
高
め
る
こ
と
を
祈
念
し

て
、
生
命
歯
学
部
長
の
告
辞

と
す
る
。�

（
３
月
７
日
）

　
昨
年
末
、
厚
生
労
働
省
医

政
局
が
実
施
し
て
い
る
「
歯

科
医
師
の
資
質
向
上
等
に
関

す
る
検
討
会
」
が
中
間
報
告

と
し
て
歯
科
医
師
医
療
保
健

ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
た
。
こ
の

報
告
で
は
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

必
要
性
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

歯
科
医
療
機
関
お
よ
び
歯
科

専
門
職
種
で
完
結
し
て
い
た

歯
科
保
健
医
療
は
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
観

点
か
ら
現
在
の
外
来
診
療
を

中
心
と
し
た
提
供
体
系
に
加

え
て
入
院
患
者
や
居
宅
療
養

者
へ
の
診
療
も
含
め
た
提
供

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
際
は
他
職
種
や
他

分
野
と
の
連
携
が
必
要
で
、

歯
科
診
療
所
は
今
後
の
患
者

の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
、
外
来
診
療
に
加

え
て
病
院
や
在
宅
等
に
お
け

る
訪
問
診
療
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
診
療
形
態
や
人
員

等
の
課
題
か
ら
訪
問
診
療
の

提
供
が
困
難
な
場
合
に
は
、

診
療
所
は
外
来
診
療
と
訪
問

診
療
の
役
割
分
担
を
し
、
外

来
診
療
時
間
の
調
整
に
よ
る

訪
問
歯
科
診
療
の
実
施
の
確

保
、
そ
れ
か
ら
訪
問
診
療
を

実
施
し
て
い
る
他
の
歯
科
医

療
機
関
と
の
連
携
を
は
か
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
、
と
い

う
報
告
内
容
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
本
学
の
訪
問
歯
科
口
腔

ケ
ア
科
が
す
で
に
三
十
年
来

か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
な

の
で
、
こ
の
必
要
な
ビ
ジ
ョ

ン
は
す
で
に
諸
君
に
提
示
さ

れ
、
か
つ
体
験
し
て
き
た
こ

と
に
な
る
。

　
こ
の
中
で
私
は
あ
え
て
言

い
た
い
こ
と
は
、
訪
問
歯
科

診
療
と
は
学
問
で
は
な
く
て

診
療
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
本
学
が
新
た
に
三
条

市
に
開
設
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
照
準
を
合
わ

せ
た
日
本
歯
科
大
学
在
宅
ケ

ア
新
潟
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
ユ

ニ
ッ
ト
の
な
い
診
療
所
で
、

こ
こ
は
こ
れ
か
ら
の
歯
科
医

師
の
診
療
形
態
の
提
案
の
場

で
あ
る
。

　
訪
問
診
療
は
当
然
、
補

綴
、
保
存
、
口
腔
外
科
な
ど

歯
学
が
結
集
さ
れ
た
医
療

で
、
必
要
な
知
識
、
技
能
は

外
来
と
同
じ
で
あ
る
。
む

し
ろ
そ
の
技
能
は
外
来
よ
り

も
高
い
レ
ベ
ル
が
要
求
さ
れ

る
。
更
に
必
要
な
こ
と
は
医

療
人
と
し
て
あ
る
前
に
、
人

と
し
て
の
人
間
性
や
人
生
経

験
が
反
映
さ
れ
た
態
度
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は

外
来
に
お
い
て
こ
れ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
研
鑽
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
歯
科
医
師
は
、
生
涯
学
び

つ
づ
け
る
義
務
が
あ
る
。

諸
君
が
日
本
歯
科
大
学
第

一
〇
七
回
卒
業
生
と
な
れ
た

こ
と
は
、
日
々
の
努
力
の
あ

か
し
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

の
君
た
ち
の
目
標
は
、
百
点

満
点
の
歯
科
医
療
の
提
供
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
後
に

提
示
し
て
、
新
潟
生
命
歯
学

部
長
の
告
辞
と
す
る
。

�

（
３
月
９
日
）

中
原
泉
学
長

：

歯
科
医
療
は
歯
口
腔
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
身
状
態
の
改
善
、
全
身
病
の
予
防
と
回
復
を
は
か
る

医
療
の
一
環
で
あ
り
、
本
来
、
身
体
に
境
界
線
は
な
い
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東
京

新
潟 

短
期
大
学 

学
長
告
辞

大
学
院
研
究
科
長 

告
辞

　
み
な
さ
ん
の
多
く
は
締
切

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
論
文
の
書

き
直
し
に
苦
労
し
て
き
た
。

生
命
歯
学
研
究
科
長

　
　�
八
重
垣 

健

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

　
　�

新
海 

航
一

東
京
短
期
大
学
学
長

　
　�

奈
良 

陽
一
郎

新
潟
短
期
大
学
学
長

　
　�

佐
野�

公
人

「今日からは医療人として同じ立場」と語る奈良学長

佐野学長から卒業生一人ひとりに学位記が手渡された

卒業生代表による答辞（新潟短期大学）

答辞を述べる卒業生代表（東京短期大学）

そ
し
て
学
位
審
査
を
受
け
る

と
審
査
委
員
か
ら
質
問
攻

め
、
そ
し
て
ま
た
も
や
論
文

訂
正
、
合
格
す
る
の
は
尋
常

で
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
こ
で
ご
父
兄
に
本
研
究

科
の
学
位
申
請
シ
ス
テ
ム
を

ご
説
明
し
た
い
。
申
請
ま
で

に
大
学
院
生
は
、
そ
の
論
文

出
版
を
学
術
誌
に
許
可
し
て

も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

学
術
誌
は
国
際
学
術
誌
、
中

で
も
学
術
誌
の
レ
ベ
ル
を
示

す
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー

（
Ｉ
Ｆ
）
と
い
う
国
際
的
な

評
価
点
が
つ
い
た
権
威
あ
る

学
術
誌
が
望
ま
れ
る
。
昨
年

二
〇
一
六
年
度
の
学
位
論
文

は
九
割
以
上
が
英
語
論
文

だ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
パ

ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
が
付
い
た

論
文
は
七
割
、
そ
れ
ほ
ど
難

し
い
。

　
昨
年
の
卒
業
式
で
は
、
将

来
は
論
文
の
質
を
上
げ
な
い

と
い
け
な
い
と
述
べ
た
が
、

今
年
度
の
学
位
論
文
は
十
二

本
あ
り
、
そ
の
う
ち
十
一
本

な
ん
と
九
割
以
上
に
イ
ン
パ

ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
が
付
い
て

い
る
。
中
に
は
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
が
４
を
超
え
る

論
文
が
あ
っ
た
。
わ
ず
か
一

年
で
論
文
の
質
が
急
に
向
上

し
た
。
こ
れ
は
大
学
院
生
の

努
力
、
そ
し
て
教
授
方
の
指

導
能
力
の
高
さ
を
示
し
て
い

る
。
み
な
さ
ん
は
、
い
ま
何

物
に
も
代
え
が
た
い
博
士
号

を
手
に
入
れ
、
達
成
感
を
味

わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
困
難

を
乗
り
越
え
た
み
な
さ
ん
は

自
信
を
も
っ
て
胸
を
は
り
、

私
は
日
本
歯
科
大
学
博
士
で

あ
る
と
公
言
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
れ
だ
け
価
値
の
あ

る
大
学
院
を
修
了
し
た
の
で

あ
る
。

　
君
た
ち
が
世
界
の
日
本
歯

科
大
学
を
昨
年
よ
り
更
に
高

い
と
こ
ろ
に
持
ち
上
げ
た
。

特
に
今
日
の
生
命
歯
学
部
卒

業
生
が
研
修
医
を
お
わ
る
来

年
、
再
来
年
に
は
、
た
く
さ

ん
大
学
院
に
入
学
し
て
い
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

�

（
３
月
７
日
）

　
文
部
科
学
省
直
轄
の
国

立
試
験
研
究
機
関
で
あ
る

科
学
技
術
・
学
術
政
策
研

究
所
が
、
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
し

て
い
る
「
科
学
技
術
指
標

２
０
１
７
」
の
報
告
で
は
、

二
〇
一
三
年
度
の
主
要
国
に

お
け
る
博
士
号
取
得
者
数
を

人
口
百
万
人
あ
た
り
で
み
た

場
合
、
最
も
多
い
国
は
ド
イ

ツ
で
三
四
四
人
、
つ
い
で
イ

ギ
リ
ス
で
三
三
一
人
、
日
本

は
一
二
一
人
で
ド
イ
ツ
や
イ

ギ
リ
ス
よ
り
ず
っ
と
少
な

く
、
主
要
国
で
第
六
位
と
の

こ
と
だ
。

　
ま
た
日
本
の
博
士
号
取
得

者
は
継
続
し
て
増
加
し
て
い

た
が
、
二
〇
〇
六
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一

方
博
士
号
取
得
者
の
数
は
日

本
以
外
の
主
要
国
で
全
て
増

加
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
韓
国
で

大
き
く
伸
び
て
い
る
よ
う
だ
。

　
博
士
号
取
得
者
の
減
少
は

論
文
数
の
減
少
に
も
つ
な
が

り
、
注
目
度
の
高
い
論
文
数

は
現
在
世
界
第
九
位
で
そ
の

順
位
は
年
々
低
下
し
て
い

る
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
つ

ぐ
世
界
第
二
位
の
論
文
数
を

誇
り
、
高
い
科
学
技
術
力
を

誇
示
し
て
い
た
が
、
現
状
は

世
界
に
後
れ
を
と
り
つ
つ
あ

る
。
も
う
一
度
そ
の
輝
き
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、
諸
君

の
よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
い
若
者
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
研
究
生
活
で
培
っ
た
実

力
を
今
後
の
研
究
や
医
療
に

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
諸
君
の
学
位
論
文
は
全
て

Ｉ
Ｆ
付
き
の
英
文
誌
に
投
稿

さ
れ
て
い
る
。
投
稿
論
文
が

ア
ク
セ
プ
ト
ま
で
至
っ
て
い

る
の
が
理
想
的
だ
が
、
Ｉ

Ｆ
付
き
の
英
文
誌
で
は
レ

ビ
ュ
ー
期
間
が
長
い
と
い
う

現
状
を
鑑
み
、
本
研
究
科
で

は
Ｉ
Ｆ
付
き
の
英
文
誌
へ
の

投
稿
ま
で
を
義
務
付
け
、
ア

ク
セ
プ
ト
ま
で
は
未
だ
義
務

化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
で

き
る
だ
け
Ｉ
Ｆ
の
高
い
英
文

誌
へ
の
掲
載
を
期
待
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一

年
以
内
に
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ

る
こ
と
が
学
位
記
授
与
の
条

件
だ
か
ら
、
学
位
論
文
が

し
っ
か
り
と
Ｉ
Ｆ
付
き
の
英

文
誌
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
諸
君

の
義
務
で
あ
る
と
強
調
し
て

お
き
た
い
。�

（
３
月
９
日
）

　
昨
日
ま
で
私
た
ち
は
教
え

る
側
、
み
な
さ
ん
は
学
ぶ
側

と
立
場
が
違
っ
た
が
、
今
日

こ
れ
以
降
は
全
世
界
の
歯
の

病
い
を
も
っ
た
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
支
え
る
こ
と
に

喜
び
を
見
出
し
、
そ
し
て
多

く
の
人
々
の
健
康
と
幸
せ
を

支
え
て
い
く
医
療
人
と
し
て

同
じ
立
場
と
な
っ
た
。

　
歯
科
衛
生
学
科
卒
業
生
、

専
攻
科
修
了
生
は
、
ど
の
よ

う
に
患
者
さ
ん
に
接
し
、
ど

う
い
う
形
で
自
分
た
ち
の

も
っ
て
い
る
ス
キ
ル
を
基

に
、
健
康
で
豊
か
な
そ
し
て

幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た

だ
く
か
…
に
つ
い
て
学
ん
で

き
た
と
思
う
。
特
に
生
身
の

人
間
と
身
近
に
接
し
、
歯
科

医
師
さ
ら
に
は
多
職
種
医
療

連
携
チ
ー
ム
医
療
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
医
科
系
の
先
生

方
、
多
く
の
コ
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ス
タ
ッ
フ
と
力
を
合
せ

て
患
者
さ
ん
の
病
い
に
向
い

あ
い
、
そ
の
大
切
さ
難
し
さ

を
経
験
し
た
と
思
う
。
ま
た

そ
れ
ら
体
験
の
中
か
ら
歯
科

衛
生
士
と
し
て
の
喜
び
を
感

じ
る
機
会
を
得
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　
一
方
、
歯
科
技
工
学
科
卒

業
生
、
専
攻
科
修
了
生
は
、

レ
ジ
ン
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
金

属
を
は
じ
め
新
し
い
素
材
を

如
何
に
患
者
さ
ん
の
お
口
の

中
で
違
和
感
な
く
、
心
地
よ

く
、
思
わ
ず
笑
み
が
あ
ふ
れ

て
し
ま
う
よ
う
な
技
工
物
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
か
…
に
つ
い
て
学

ん
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
丹

精
込
め
た
技
工
物
提
供
の
先

に
は
、
幸
せ
な
健
康
寿
命
の

延
伸
が
あ
る
と
い
う
素
晴
ら

し
い
意
義
を
発
見
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
歯
科

衛
生
学
科
は
ヒ
ト
と
、
歯
科

て
い
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
。
あ
る
と
き
は
患
者
さ
ん

の
喜
び
を
、
ま
た
あ
る
と
き

は
憤
り
を
私
た
ち
医
療
人
は

受
け
止
め
る
こ
と
に
な
る
。

学
科
は
異
な
れ
、
私
た
ち
の

対
象
は
感
情
豊
か
な
人
間
、

生
身
の
ヒ
ト
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の

中
で
思
い
起
こ
し
、
思
い
遣

り
あ
る
医
療
人
と
し
て
歩
ん

で
も
ら
い
た
い
。
国
民
・
患

者
に
寄
り
添
い
期
待
に
応
え

る
医
療
人
と
し
て
羽
ば
た
い

て
ゆ
く
諸
君
を
こ
れ
か
ら
も

応
援
し
た
い
。

�

（
３
月
６
日
）

技
工
学
科
は
材
料
と
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ

も
患
者
さ
ん
の
期
待
を
担
っ

　
み
な
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
社

会
に
出
て
歯
科
衛
生
士
と
し

て
歩
み
は
じ
め
る
わ
け
だ

が
、
門
出
に
二
三
の
助
言
を

し
た
い
。
一
つ
目
は
知
識
に

つ
い
て
で
、
三
年
間
、
新
潟

短
期
大
学
あ
る
い
は
新
潟
病

院
に
お
け
る
歯
科
臨
床
で
学

ん
だ
多
く
の
事
項
は
最
新
の

歯
科
医
療
に
基
づ
く
も
の

で
、
今
後
の
歯
科
衛
生
士
業

務
の
基
礎
と
な
る
も
の
だ
。

し
か
し
医
療
の
分
野
で
も
新

し
い
治
療
法
や
新
薬
の
開
発

な
ど
技
術
の
革
新
は
今
現
在

め
ざ
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

歩
し
て
い
く
。
み
な
さ
ん
は

最
新
の
医
学
情
報
を
入
手
す

べ
く
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
外
に

開
き
、
講
習
会
や
講
演
会
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る

姿
勢
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
二
つ
目
は
人
間
関
係
に
つ

い
て
で
、
歯
科
衛
生
士
の
業

務
は
大
半
は
歯
科
医
院
に
お

け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
患
者
さ
ん
を
中
心
に
歯
科

医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

技
工
士
、
歯
科
助
手
な
ど
の

チ
ー
ム
が
主
な
構
成
要
員
だ

が
、
在
宅
歯
科
診
療
な
ど
で

一
歩
外
に
出
る
と
、
医
師
、

訪
問
看
護
師
、
薬
剤
師
、

理
学
療
法
士
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
他
職
種
と
の

連
携
を
保
た
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
当
然
そ
こ
で
の
会
話

や
会
議
の
中
で
使
わ
れ
る
言

葉
は
専
門
用
語
が
大
半
で
、

こ
れ
ら
の
理
解
な
し
で
は
会

話
は
成
り
立
た
ず
連
携
医
療

に
支
障
が
出
て
、
結
局
は
患

者
さ
ん
に
不
利
益
が
生
じ

る
。
医
療
の
中
で
和
を
以
て

接
す
る
態
度
も
重
要
だ
が
、

他
職
種
に
つ
い
て
の
知
識
、

理
解
と
協
調
も
必
須
の
事
項

と
心
得
て
実
践
し
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
私
は
医
療
の
基
本

は
手
当
て
だ
と
思
う
。
患
者

さ
ん
の
痛
い
所
に
真
心
を

も
っ
て
手
を
当
て
る
、
困
っ

て
い
る
こ
と
に
手
を
差
し
伸

べ
る
、
ど
う
か
病
め
る
患
者

の
痛
み
を
感
じ
、
癒
す
こ
と

の
で
き
る
心
あ
る
歯
科
衛
生

士
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

�

（
３
月
８
日
）

写真上・生命歯学部（３月７日）　写真中・新潟生命歯学部（３月９日）
写真下・左／東京短期大学（３月６日）　右／新潟短期大学（３月８日）
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平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生

大

学

院

第
55
回
修
了
生

　
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
十
二
名
、
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
修
了
生
三
名
は

次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

歯
科
矯
正
学�

生
駒
美
沙

歯
科
麻
酔
学�

辻
本
源
太
郎

歯
科
保
存
学�

吉
田
和
貴

臨
床
口
腔
機
能
学

�

光
岡
一
行

発
生
・
再
生
医
科
学

�

望
月
真
衣

歯
科
保
存
学�

関
谷
美
貴

歯
科
補
綴
学
Ⅰ�

山
本
早
織

接
着
歯
科
学�

村
田
卓
也

歯
科
補
綴
学
Ⅰ�

田
中
優
香

歯
科
補
綴
学
Ⅱ�

新
妻
瑛
紀

薬
理
学�

松
井
美
紀
子

歯
科
矯
正
学�

川
嶋
優
花

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

篠
原
隆
介

口
腔
全
身
機
能
管
理
学

�

齋
藤
芳
秀

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

渡
會
侑
子

（
甲
第
一
一
七
七
号
ま
で
）

　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
七

回
卒
業
生
〈
生
命
歯
学
部
〉

一
一
七
名
は
次
の
通
り
。

秋
元
　
竣�

淺
田
奈
緒
美

有
川
風
雅�

井
澤
聡
介

石
川
怜
奈�

石
田
　
拓

市
川
友
紀
子�

伊
藤
裕
理

井
上
真
帆�

飯
領
田

采
奈

上
野
弘
祥�

上
野
桃
子

馬
詰
雅
比
古�

江
藤
仁
香

大
迫
里
江�

大
島
貴
之

大
橋
未
来�

大
村
友
希
江

岡
田
友
理�

小
島
真
紀
子

角
田
尚
大�

片
田
治
子

勝
海
怜
一�

勝
沼
昌
太
郎

金
谷
悠
太�

河
越
麻
衣

川
瀬
　
剛�

川
田
幸
平

川
田
崇
広�

寒
竹
容
子

国
吉
寛
仁�

黒
山
か
れ
ん

小
番
　
爽�
後
藤
達
哉

小
森
雅
之�
齋
藤
敦
史

齊
藤
香
穂�

齊
藤
仁
志

酒
井
美
結�

坂
部
茉
奈

佐
々
木
麻
吏
子�

下
埜
真
梨
恵

下
村
一
徳�

菅
あ
や
奈

鈴
木
絵
里
加�

鈴
木
健
人

鈴
木
優
花�

鈴
村
一
慶

高
瀬
敦
基�

髙
梨
真
佑

財
部
香
七�

忠
重
勇
輝

田
中
利
沙�

角
掛
　
愛

遠
山
皓
基�

戸
倉
絢
菜

内
記
瑠
美�

中
澤
美
和

中
澤
遼
太�

中
田
智
大

大
　
　
学

第
107
回
卒
業
生

永
野
史
高�

中
村
か
り
ん

中
山
竣
太
郎�

生
川
太
門

能
智
崇
徳�

長
谷
川
徹

畑
　
賢
佑�

原
あ
き
ら

武
川
幸
太
郎�

藤
田
真
澄

藤
野
愛
子�

古
澤
誉
彰

星
　
優
生�

堀
夏
菜
子

巻
　
祐
太�

松
井
誠
貴

松
浦
春
香�

松
田
直
樹

松
原
夏
美�

丸
恵
莉
香

三
井
田

洋
邦�

三
木
　
惠

水
沼
詩
葉�

宮
坂
彩
子

宮
原
佑
季�

望
月
　
茜

守
友
一
眞�

山
井
康
暉

山
上
　
彩�

山
口
あ
ゆ
み

山
田
賢
典�

山
本
陸
矢

横
田
有
希�

横
山
美
世
子

吉
川
峻
矢�

吉
田
和
真

高
田
恵
美�

上
野
泰
路

楳
津
　
舞�
遠
藤
靖
子

大
倉
康
平�
加
藤
千
佳

久
住
芳
樹�

久
保
雅
志

佐
能
　
彰�

渋
谷
菜
々
美

杉
﨑
拓
也�

竹
内
亜
也
子

田
中
崇
之�

新
沼
拓
海

原
口
　
周�

福
江
武
洋

南
　
亮
佑�

小
川
翔
子

窪
内
隆
博�

島
田
星
羅

山
田
憲
司

（
第
二
一
一
一
九
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

中
山
竣
太
郎�

水
沼
詩
葉

遠
山
皓
基�

大
村
友
希
江

山
上
　
彩�

中
澤
美
和

酒
井
美
結�

菅
あ
や
奈

角
掛
　
愛�

淺
田
奈
緒
美

川
瀬
　
剛�

井
上
真
帆

黒
山
か
れ
ん�

松
浦
春
香

横
山
美
世
子�

中
澤
遼
太

大
橋
未
来�

大
迫
里
江

古
澤
誉
彰�

齊
藤
仁
志

☆
六
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

淺
田
奈
緒
美�

井
澤
聡
介

飯
領
田

采
奈�

川
田
幸
平

齋
藤
敦
史�

下
埜
真
梨
恵

忠
重
勇
輝�

田
中
利
沙

戸
倉
絢
菜�

三
木
　
惠

吉
川
峻
矢�

☆
六
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

大
村
友
希
江�

金
谷
悠
太

黒
山
か
れ
ん�

鈴
木
絵
里
加

中
村
か
り
ん�

中
山
竣
太
郎

藤
田
真
澄�

星
　
優
生

巻
　
祐
太�

望
月
　
茜

横
山
美
世
子

☆
五
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

角
掛
　
愛�

松
浦
春
香

山
上
　
彩

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

淺
田
奈
緒
美�

大
橋
未
来

巻
　
祐
太

　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
七

回
卒
業
生
〈
新
潟
生
命
歯
学

部
〉
五
十
一
名
は
次
の
通
り
。

伊
藤
　
悠�

宇
留
間

紫

大
川
悠
里�

大
竹
汐
里

大
村
里
沙�

金
井
由
仁

上
津
豪
洋�

木
村
奈
々

後
藤
弘
一�

小
林
彩
利

椎
木
　
甫�

志
田
佳
那

下
村
里
佳�

関
　
姫
乃

谷
本
水
輝�

土
屋
遊
生

土
屋
健
太
郎�

角
田
　
望

外
島
寛
朗�

豊
嶋
啓
汰

西
原
未
城�

平
井
　
悟

平
形
友
里
香�

普
川
公
貴

前
川
朝
凪�

丸
尾
瞳
子

三
澤
寛
晃�

宮
野
侑
子

向
井
亮
平�

横
井
康
乃

吉
田
早
織�

渡
部
圭
将

渡
部
晃
士�

鈴
木
亮
太
朗

浅
田
英
紀�

川
田
恭
平

岩
渕
礼
佳�

小
出
　
岳

小
林
勇
輝�

佐
久
間

誠
也

清
水
大
規�

多
田
早
織

寺
尾
育
美�

八
子
　
研

和
田
　
剛�

佐
藤
春
香

島
志
津
佳�

米
田
幸
平

小
松
周
平�

藤
田
大
介

菊
池
達
也

（
第
二
一
一
七
〇
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

下
村
里
佳�

小
林
彩
利

向
井
亮
平�

豊
嶋
啓
汰

土
屋
健
太
郎�

大
竹
汐
里

横
井
康
乃�

大
村
里
沙

大
川
悠
里�

丸
尾
瞳
子

角
田
　
望�

西
原
未
城

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

大
竹
汐
里�

関
　
姫
乃

西
原
未
城�

平
形
友
里
香

☆
精
勤
賞
受
賞
者

宇
留
間

紫�

大
村
里
沙

金
井
由
仁�

後
藤
弘
一

小
林
彩
利

☆
病
院（
臨
床
）実
習
優
秀
賞
受
賞
者

小
林
彩
利

学
術
奨
励
生

　
平
成
二
十
九
年
度
日
本
歯
科
大

学
学
術
奨
励
生
（
一
一
七
名
）

は
、
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
橋
本
祐
樹�

青
木
優
衣

小
杉
麻
衣�

斉
藤
敦
也

武
田
僚
太�

仲
谷
　
光

平
田
貴
哉�

前
島
芽
依

茂
木
雄
嗣�

栁
澤
芽
依

二
年
＝
宮
田
大
輝�

合
場
奈
美

荒
川
優
子�

神
谷
真
帆

小
谷
比
登
美�

小
林
英
里
沙

佐
藤
奈
未�

進
藤
燿
子

寺
門
博
史�

中
山
智
博

三
年
＝
渡
辺
尚
子�

岩
渕
柚
香

大
沼
瑞
穂�

鈴
木
健
太
朗

須
田
隆
正�

中
村
莉
子

名
取
健
太
郎�

羽
毛
田
真
佑
花

原
田
芽
衣�

山
本
佳
央
莉

四
年
＝
杉
山
怜
央�

阿
部
　
凱

五
十
嵐
晃�

田
代
茂
太

田
端
　
輝�

田
村
亮
祐

椿
田
一
馬�

古
田
賢
太
朗

南
ひ
か
る�

山
田
太
陽

五
年
＝
別
府
大
嘉
繁�

赤
羽
由
紀
子

江
畑
結
利
花�

勝
浦
杏
奈

黒
川
理
佐
子�
齊
藤
美
都
子

酒
寄
智
央�

西
巻
和
広

埴
　
太
宥�

松
本
沙
織

六
年
＝
遠
山
皓
基�

淺
田
奈
緒
美

大
村
友
希
江�

川
瀬
　
剛

酒
井
美
結�

菅
あ
や
奈

角
掛
　
愛�

中
澤
美
和

中
山
竣
太
郎�

水
沼
詩
葉

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
吉
田
　
愛�

池
澤
叡
輔

石
井
晴
華�

川
名
葉
子

鈴
木
義
人�

円
谷
祐
太
朗

中
嶋
脩
哉�

長
嶺
和
花

新
妻
智
憲�

三
尾
久
典

二
年
＝
茂
木
美
沙
希�

青
木
映
璃

飯
島
才
絵�

稲
辺
勝
登

大
嶺
永
貴�

鈴
木
も
え

竹
内
千
紘�

田
中
雄
祐

永
田
琴
乃�

八
藤
後�

堯

三
年
＝
佐
久
間�

慎�

髙
橋
健
太
郎

竹
本
瑞
季�

辻
村
大
河

手
塚
保
仁�

中
野
葉
月

浜
島
美
咲�

伴
　
圭
介

百
瀬
千
裕�

吉
田
織
恵

四
年
＝
福
田
　
悠�

大
野
　
寛

姜
　
裕
奈�

田
代
夏
乃

田
中
章
太
郎�

常
木
洋
平

梨
本
　
尚�

花
田
大
地

町
田
東
子�

米
山
実
来

五
年
＝
梁
　
由
美�

穐
保
由
衣

畔
元
研
太
郎�

大
竹
　
萌

篠
崎
未
有�

西
澤
義
樹

野
口
裕
太�

塙
荘
太
郎

平
林
大
樹�

南
　
祥
之

六
年
＝
宮
野
侑
子�

大
川
悠
里

小
林
彩
利�

下
村
里
佳

土
屋
健
太
郎�

角
田
　
望

西
原
未
城

　
代
居
敬
教
授
の
最
終
記
念

講
義
は
、
三
月
十
五
日
午
後

六
時
か
ら
九
段
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
演
題
は
「
学
際

領
域
に
魅
か
れ
て
」
で
、
多

数
の
教
職
員
、
学
生
、
大
学

院
生
、
関
係
者
が
聴
講
し
、

講
義
の
あ
と
中
原
泉
学
長
か

ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
代
居
教
授
は
、
昭
和

四
十
八
年
三
月
電
気
通
信

大
学
卒
業
。
五
十
四
年
三

月
本
学
卒
業
（
第
六
十
八
回

卒
）、
五
十
八
年
三
月
大
学

院
歯
学
研
究
科
修
了
。
同
年

四
月
本
学
歯
学
部
歯
科
放
射

線
学
教
室
助
手
、
講
師
、
助

教
授
を
経
て
、
平
成
七
年
四

月
教
授
に
就
任
。
二
十
三
年

間
に
わ
た
り
歯
科
放
射
線
学

講
座
を
主
宰
し
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
宮
川
行
男
教
授
の
最
終
記

念
講
義
は
、
三
月
二
十
二
日

午
後
六
時
十
五
分
か
ら
ア
イ

ヴ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
演
題
は
「
本
学
に
お
け
る

教
員
生
活
40
年
間
の
最
後
に

伝
え
た
い
こ
と
」
で
、
多
数

の
教
職
員
、
学
生
、
大
学
院

生
、
関
係
者
が
聴
講
し
、
講

義
の
あ
と
中
原
学
長
か
ら
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
宮
川
教
授
は
、
昭
和

四
十
九
年
三
月
本
学
卒
業

（
第
六
十
三
回
卒
）、
五
十
三

年
三
月
大
学
院
歯
学
研
究
科

修
了
。
同
年
四
月
本
学
新
潟

歯
学
部
歯
科
理
工
学
教
室
助

手
、
講
師
、
助
教
授
を
経

て
、
平
成
十
一
年
四
月
先
端

研
究
セ
ン
タ
ー
（
生
体
材
料

学
）
教
授
、
二
十
五
年
四
月

歯
科
理
工
学
講
座
教
授
に
就

任
。
教
務
部
長
、
大
学
院
新

潟
生
命
歯
学
研
究
科
長
、
歯

学
会
会
長
等
を
歴
任
し
た
。

代居教授（東　京
放射線）

宮川教授（新  潟
理  工）最終記念講義

日時：平成30年６月２日（土） 11：00～16：30（予定）
会場：日本歯科大学生命歯学部　富士見ホール・展示室

メインテーマ『デジタル歯科の最前線』
　平成24年（2012）にＣＡＤ/ＣＡＭにより作製されたハイブリッドレジン
冠が健康保険に導入され、デジタル歯科の臨床応用への道筋が明らかとなり
つつある。現在の補綴物作製に用いられるＣＡＤ/ＣＡＭシステムは、石膏模
型のデジタルスキャンから始まり、ハイブリッドレジンでは、最終補綴物の
切削加工が行われるが、この他に、セラミックスブロックやワックスの切削
加工による鋳造用パターンの作製なども既に臨床応用されている。最新の話
題としては、口腔内スキャナーや３Ｄプリンターの歯科応用があげられる。
　そこで今回の歯学会大会では、各社の製品がほぼ出そろった感のある口腔
内スキャナーについて、現状と問題点を明らかにし、さらに歯科応用の途上
にある３Ｄプリンターによる積層造形法の現状を知ることにより、デジタル

歯科の未来を予測することを目的として企画を立案した。

基調講演：
 「歯科用ＣＡＤ/ＣＡＭの現状」
 高橋　英和　先生
 （ 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科医歯理工学専攻口腔機材開発
   工学教授）

シンポジウム
 「デジタル歯科の最前線－口腔内スキャナーの現状と課題－」
 堀田　康弘　先生（昭和大学歯学部歯科理工学講座准教授）

 「切削加工法による現状と課題」
 白鳥　沙久良　先生（生命歯学部歯科補綴学第２講座助教）

 「歯科医療における３Dプリンターの発展」
 石田　祥己　先生（生命歯科学助教）

学術研究奨励賞受賞講演

研究・症例発表：ポスター展示

大会長：宮坂　　平（生命歯学部歯科理工学講座教授）

問合先：準備委員長：青木　春美（生命歯学部歯科理工学講座准教授）

 TEL　03-3261-8697　haruaoki@tky.ndu.ac.jp

平成30年度歯学会大会のご案内

最終記念講義を終えて（写真上・代居教授、下・宮川教授）

宮川行男教授


